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令和３年

1／1
●３面…�市立小・中学校の就学通知

書の発送と入学説明会
●４・５面…新春対談
●６面…�マイナンバーカード交付申

請書が送付されます
●７面…�認知症の方とご家族向けの

交流会～慈恵結びの会～
●８面…防災まち歩きセミナー

狛江市は令和２年１０月１日に
市制施行５０周年を迎えました

発熱など新型コロナウイルス感染症の症状が生じた場合は、まずはかかりつけ医など身近な医療機関に電話相談を！

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
新
春
を
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
た
１
年
間
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
を
は
じ
め
と
し
て
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
中
止
、
飲
食
店
等
の
時
短
営
業
、
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
奨
な
ど
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
狛
江
市
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
中

止
さ
れ
、
各
種
団
体
の
総
会
な
ど
も
書
類
で
の
開
催

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、昨
年
に
記
念
の
年
を
迎
え
た
狛
江
市
は
、

万
全
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行

い
、「
狛
江
市
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
」
を
、

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
を
始
め
、
多
く
の
ご
来
賓

臨
席
の
も
と
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
の

一
つ
で
し
た
。
そ
の
際
、
市
内
在
住
で
映
画
監
督
の

木
村
大
作
さ
ん
と
絵
手
紙
作
家
の
小
池
邦
夫
さ
ん
が

名
誉
市
民
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
そ

の
２
日
後
に
木
村
大
作
さ
ん
が
国
の
文
化
功
労
者
に

も
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
二
重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
私
た
ち
は
「
新
し
い
日
常
」
を
過
ご
し
て
い
ま

す
が
、
感
染
が
終
息
し
た
後
、
今
ま
で
の
社
会
が
戻

る
の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
い
社
会
が
出
現
す
る
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
な
る
よ
う
、
市
議
会

と
し
て
も
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸

多
い
年
と
な
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
て
、
市
議
会
か

ら
の
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
は
狛
江
市
が
市
制
施
行
か
ら
５０
周
年
と

な
る
記
念
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
発
端
と

な
り
、
皆
様
の
生
活
が
大
き
く
変
化
し
た
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

当
た
り
前
に
開
催
で
き
て
い
た
こ
と
は
、
と
て
も
恵

ま
れ
て
い
た
と
実
感
で
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
平
成
２３
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
、

平
成
２８
年
の
熊
本
地
震
か
ら
５
年
が
経
過
す
る
年
と

な
り
ま
す
。
近
年
は
地
震
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に

自
然
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
被

災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
安

心
し
て
日
常
を
送
ら
れ
る
日
が
来

る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
自
然
災
害
や
社
会
環
境

な
ど
の
多
様
化
す
る
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
、
市
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
笑
顔
で
住
み
続
け
ら
れ
る
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
は
、
前
年
か
ら
始
動
し
た
狛
江
市
総
合

基
本
計
画
の
中
で
掲
げ
る
狛
江
市
の
将
来
都
市
像

「
と
も
に
創
る　
文
化
育
む
ま
ち　
～
水
と
緑
の
狛

江
～
」
に
込
め
ら
れ
た
、
愛
着
や
誇
り
を
持
て
る
魅

力
あ
る
ま
ち
を
創
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
一
歩
一

歩
着
実
に
前
に
進
ん
で
い
く
年
と
な
る
よ
う
、
ま
い

進
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
一

年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

狛江市議会議長

石井　功
狛江市長

松原　俊雄

小池邦夫さん（絵手紙作家・名誉市民）による作品

引き続き、感染予防を意識して過ごしましょう。 新型コロナ
ウイルス感染症

目的別まとめページ



狛江市役所　☎（3430）1111　FAX（3430）6870　HP https://www.city.komae.tokyo.jp/　Twitter @KomaeCity

腹日程・期間　複時間　覆受付　淵会場・所在地　弗対象・資格　払定員　沸内容　仏講師　物持ち物　鮒費用　分申し込み　吻問い合わせ　噴ホームページ　墳電子メール

2広報こまえ　令和３年（2021年）1月1日

�

１
月
の
日
曜
窓
口

�

腹
３１
日
㈰

複
午
前
９
時
～
午
後
１
時

開
設
窓
口
市
民
課
・
課
税
課
・
納
税

課
・
保
険
年
金
課
・
子
ど
も
政
策
課

手
当
助
成
係

※
取
扱
業
務
や
必
要
書
類
等
は
、
事

前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
度
市
民
税・都
民
税（
第

４
期
分
）
お
よ
び
令
和
２
年
度
国
民

健
康
保
険
税
（
第
７
期
分
）
は
２
月

１
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
税
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
細
は
納
税
課
へ
。

吻
市
民
課

�

狛
江
市
中
小
企
業
者
緊
急
対
策

応
援
助
成
金（
事
業
所
家
賃
助

成
）の
申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す

�

　
狛
江
市
中
小
企
業
者
緊
急
対
策
応

援
助
成
金
（
事
業
所
家
賃
助
成
）
の

申
請
期
限
を
３
月
３１
日
㈬
（
消
印
有

効
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

分
吻
地
域
活
性
課
地
域
振
興
係
へ
。

�

新
た
に
資
格
を
取
得
し
た
方
へ

１
月
中
旬
に
介
護
保
険
料
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

�

弗
▽
令
和
２
年
１２
月
４
日
～
令
和
３

年
１
月
６
日
に
６５
歳
に
な
っ
た
方　

６４
歳
ま
で
は
健
康
保
険
料
に
介
護
保

険
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
６５

歳
以
降
は
市
に
介
護
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
令
和
２
年
１２
月
３
日
～
令
和
３
年

１
月
５
日
に
狛
江
市
に
転
入
し
た
６５

歳
以
上
の
方　
転
入
し
た
月
か
ら
市

弗国民健康保険加入者で次のす
べてに該当する方（個人事業主
は除く）
▽勤務先から給与の支給を受け
ている方
▽新型コロナウイルス感染症に
感染または発熱などの症状があ
り、感染の疑いがあるため就労
できなかった期間がある方
▽給与の全額または一部が支給
されない方
※医療機関や事業主の証明等が
必要です。
支給期間就労することができな
くなった日から起算して３日を

経過した日（４日目）から就労
することができなかった期間
適用期間令和２年１月１日～令
和３年３月３１日
※入院が継続する場合などは最
長１年６カ月まで
支給額（直近の継続した３カ月
間の給与収入の合計額÷就労日
数）×２／３×支給対象の日数
※給与などの全部または一部を
受け取ることができる場合は支
給額を調整します。
※一日当たりの支給額には上限
があります。
吻保険年金課国民健康保険係

に
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
年
金
受
給
額
が
年
額
１８
万
円
以
上

の
方
は
、
翌
年
度
以
降
に
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
に
随
時
変
更
予
定

で
す
。

※
特
別
の
事
情
な
く
介
護
保
険
料
を

滞
納
し
た
場
合
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
保
険
給
付
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

吻
高
齢
障
が
い
課
介
護
保
険
係

�

確
定
申
告
で
お
む
つ
代
を
医
療

費
控
除
と
す
る
た
め
の
確
認
書

�

　
本
人
ま
た
は
被
扶
養
者
の
お
む
つ

代
を
医
療
費
控
除
と
し
て
申
告
す
る

場
合
、医
師
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
の
条
件
に

も
該
当
す
る
方
は
、
市
が
交
付
す
る

「
確
認
書
」
で
も
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
お
む
つ
代
を
医
療
費
控
除
と
し
て

申
告
す
る
こ
と
が
２
回
目
以
降
の
方

▽
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
で
日
常

生
活
自
立
度
が
Ｂ
１
以
上
で
、
尿
失

禁
発
生
可
能
性
に
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ

て
い
る
方

分
吻
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

の
上
、
高
齢
障
が
い
課
介
護
保
険
係

へ
。

�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
の
方
へ
１
月
下
旬
に
医
療
費

等
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

�

　
こ
の
通
知
書
は
、
令
和
元
年
９
月

か
ら
令
和
２
年
８
月
ま
で
の
診
療
年

月
・
医
療
機
関
等
の
名
称
・
医
療
費

（
１０
割
）・
医
療
費
（
自
己
負
担
相

当
額
）
等
の
受
診
内
容
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
ご
自
身
の
健
康
と
医
療
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

弗
令
和
２
年
１２
月
１
日
現
在
、
東
京

都
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
資

格
が
あ
り
、医
療
費
等（
自
己
負
担
分

お
よ
び
保
険
者
負
担
分
）
の
合
計
金

額
が
５
万
円
を
超
え
る
月
が
あ
る
方

※
す
べ
て
の
方
に
送
付
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

吻
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係
ま
た
は

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
７
０
（
０
８
６
）
５
１
９

�

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

�

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
被
疑
者
を

不
起
訴
に
し
た
の
が
納
得
で
き
な
い

と
い
う
人
の
た
め
に
、
無
料
の
「
検

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
被
害
者

等
か
ら
の
申
し
立
て
を
受
け
、
検
察

審
査
会
が
審
査
し
、
そ
の
結
果
が
検

察
庁
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
２０
歳
以
上
の
選

挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
で
選
ば
れ
た

１１
人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
特
に
法
律
的
な
専
門
知
識
は
必

要
な
く
、
国
民
の
常
識
か
ら
み
て
妥

当
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。
選
ば

れ
た
と
き
に
は
、
国
民
の
代
表
と
し

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吻
立
川
検
察
審
査
会
事
務
局
☎
０
４

２
（
８
４
５
）
０
２
９
２

▪
狛
江
市
教
育
委
員
会
令
和
３
年
第

１
回
定
例
会

腹
１
月
１５
日
㈮
午
前
１０
時
か
ら

淵
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

吻
学
校
教
育
課
教
育
庶
務
係

　市では、あいとぴあレインボ
ープラン狛江市第４次地域福祉
計画、狛江市高齢者保健福祉計
画・第８期介護保険事業計画、
狛江市障がい者計画・第６期障
がい福祉計画・第２期障がい児
福祉計画および狛江市第１期成
年後見制度利用促進事業計画の
策定に向け、検討を進めていま
す。
　このたび、各計画の素案がま
とまりましたので、インターネ
ットで市民説明会の動画を配信
します。閲覧方法等の詳細は、
市ホームページをご覧ください。

■ライブ配信
腹▽１月１５日㈮午後６時から
▽１月１６日㈯午後２時から
※各回とも同一の内容です。ご
自宅等で閲覧できない方向け
に、防災センター３階会議室に
閲覧席（各回先着１６人。予約不
要）を設けます。
■録画配信
　１月１５日㈮から２月２日㈫ま
で、市公式YouTubeチャンネ
ルで市民説明会
の内容を配信し
ます。
吻福祉政策課

あいとぴあレインボープランあいとぴあレインボープラン狛江市狛江市
第４次地域福祉計画第４次地域福祉計画（（素案素案））等等にに関関
するする市民説明会市民説明会のの動画動画をを配信配信しますします

国民健康保険における新型コロナウイルス感染
症に関する傷病手当金の適用期間を延長します

成人式にご参加ください成人式にご参加ください

要介護等高齢者の所得税・住民税等の障害者要介護等高齢者の所得税・住民税等の障害者
控除対象者の認定申請を受け付けます控除対象者の認定申請を受け付けます
　この認定書により、所得税や住民税などの課税対象となる所得
金額から一定金額の控除を受けることができます。
弗６５歳以上の方で、次のいずれかに該当する方
▽基準日（令和２年１２月３１日）時点で要介護認定者であり、介護
保険主治医意見書で日常生活自立度が一定以上の基準に該当し、
認知症・寝たきり等により知的・身体障害者に準ずる方
▽基準日（令和２年１２月３１日）前６カ月以上寝たきりの状態で、
介護を必要とする方（医師の診断書が必要です）
※身体障害者手帳等をお
持ちの方で、等級等によ
り障害者控除の対象とな
る方は申請の必要はあり
ません。
分吻対象となる方の介護保険被保険者証および印鑑（代理申請の
場合は代理者の印鑑も必要です）を持参の上、高齢障がい課介護
保険係へ。

■所得金額からの控除額
区分 障害者控除 特別障害者控除
所得税 ２7万円 ４０万円

市民税・都民税 ２６万円 ３０万円

　平成１２年４月２日から平成１３年４月１日生まれまでで、市内に住民
登録のある方には、令和２年１２月に成人式の案内をはがきで送付して
います。　
　案内が届いていない方や市内に住民登録のない方で参加を希望する
方および障がいのある方で付き添いの必要な方はお知らせください。
　なお、当日は新型コロナウイルス感染症対策として、２部制（午前
の部・午後の部）で実施します。
腹１月１１日㈷
淵エコルマホール
※保護者の方は入場できません。
弗複▽１部（一中・四中学区域）　午前１１時～
午後０時１５分（午前１０時１５分から受け付け）
▽２部（二中・三中学区域）　午後２時３０分～
３時４５分（午後１時４５分から受け付け）
沸抽選会、ビデオレター、スライドショー等
※案内はがきは必要事項を記入の上、持参してください。
吻子ども政策課企画支援係
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証明書発行等の窓口混雑状況は、市ホームページの「オンラインサービス内」の「窓口混雑状況」からリアルタイムでご確認できます。

■市立小・中学校の入学説明会日程一覧　
学校名 実施日時

狛江第一小学校 ２月８日㈪午後２時30分から
狛江第三小学校 １月19日㈫午後２時から
狛江第五小学校 ２月５日㈮午後２時30分から
狛江第六小学校 ２月18日㈭午後２時30分から
和泉小学校 ２月19日㈮午後２時から
緑野小学校 １月28日㈭午後２時から

狛江第一中学校 ２月12日㈮午後２時35分から
授業公開午後１時35分～２時20分

狛江第二中学校 ２月12日㈮午後２時35分から
授業公開午後１時30分～２時20分

狛江第三中学校 ２月６日㈯午前10時から
授業公開午前11時５分～11時30分

狛江第四中学校 ２月10日㈬午後２時30分から
授業公開午後１時40分～２時30分

■別表1　指定校変更許可基準(市内での学区外通学)
許可要件 期間 添付書類

指定校よりも隣接校の方が、通学距離が
近い場合（ただし、通学距離は通学路を
基準に計測する）★

卒業まで

－

学年途中で市内転居した場合で、現に通
学している学校に引き続き通学を希望す
る場合

指定校変更に関する
調書

近い将来、狛江市内で転居することが確
実なため、あらかじめ転居先の学校への
通学を希望する場合

転居日まで
賃貸借契約書等、転
居することが確認で
きる書類

共働き・ひとり親等により、下校後の保
護に欠ける状態であり、希望校の近くに
保護先が確保されている場合★

その理由が
存する期間

勤務先等を証明する
書類

入所（入会）が決定している学童保育所、
小学生クラブの近くの小学校への通学を
希望する場合★

卒業まで

入所決定通知書等

兄弟姉妹が現に通学している場合 －
いじめ等学校生活の状況から指定校への
就学が困難と認められる場合★

指定校変更に関する
調書

指定校の変更により通学していた小学校
を卒業した児童が、当該小学校の卒業生
が通常進学する中学校への進学を希望す
る場合

－

児童生徒が義務教育を円滑に受けるため
に特に配慮が必要だと教育委員会が認め
る場合

その理由が
存する期間

教育委員会が必要と
認める書類

※★の付いている許可要件は、狛江第一小学校・狛江第五小学校を除く（学区域の
児童数の増加により、将来的に教室数の不足が見込まれるため）。

■別表２　区域外就学許可基準(市外からの通学)
許可要件 期間 添付書類

学年途中で市外転出した場合で、現に
通学している学校に引き続き通学を希
望する場合（ただし、通学に要する時
間が原則１時間以内であること）

学期末まで（ただし、
最終学年は卒業まで）

区域外就学に関する
調書

近い将来、狛江市内に転入することが
確実なため、あらかじめ転入先の学校
への通学を希望する場合

転入日まで
賃貸借契約書等、転
入することが確認で
きる書類

共働き・ひとり親等により、下校後の
保護に欠ける状態であり、希望校の近
くに保護先が確保されている場合

その理由が存する期間 勤務先等を証明する
書類

兄弟姉妹が現に通学している場合 兄弟姉妹が現に通学し
ている期間 －

いじめ等学校生活の状況から指定校へ
の就学が困難と認められる場合 卒業まで 区域外就学に関する

調書

児童生徒が義務教育を円滑に受けるた
めに特に配慮が必要だと教育委員会が
認める場合

その理由が存する期間 状況を証明する書類

　
今
年
の
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校

に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
方
へ
、
入
学
式
の
日
時
と
就
学
先

を
指
定
し
た
就
学
通
知
書
（
郵
便
往

復
は
が
き
）
を
１
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
返
信
用
は
が
き
（
了
知
書
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２
月
12

日
㈮
ま
で
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
立
・
私
立
の
学
校
に
入
学
す
る

方
は
、
そ
の
学
校
の
入
学
許
可
書
ま

た
は
承
諾
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
済
み
の
方
は
、
再
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
就
学
通
知
書
が
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
学
説
明
会
を
左
表
の
通

り
行
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

通
学
区
域
外
の
学
校
に 

就
学
を
希
望
す
る
方
へ

　
学
校
が
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
お
住
ま
い

の
住
所
地
に
よ
っ
て
通
学
区
域
を
設

け
て
、
就
学
す
る
指
定
校
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
護
者
や
児
童
・
生
徒

の
事
情
に
も
配
慮
す
る
た
め
、
通
学

区
域
外
か
ら
の
通
学
に
関
す
る
承
認

基
準
を
設
け
、
学
校
に
お
け
る
受
入

れ
状
況
等
を
踏
ま
え
、
指
定
校
以
外

の
学
校
へ
の
通
学
を
認
め
て
い
ま
す
。

　
別
表
１
・
２
に
該
当
し
、
指
定
校

以
外
の
学
校
を
希
望
さ
れ
る
児
童
・

生
徒
は
、
申
請
手
続
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
審
査
の
上
、
学
校
を
変
更
す

る
理
由
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

■
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方　
一
緒

に
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
ご
家
族
に
認
知
症
等
の
心
配
の
あ

る
方
や
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
が
集

ま
っ
て
、
情
報
交
換
や
相
談
、
交
流

が
で
き
る
場
で
す
。
途
中
入
退
室
は

自
由
で
す
（
予
約
不
要
）。

▽
ミ
ニ
講
座
「
介
護
に
ま
つ
わ
る
お

薬
の
話
」

腹
１
月
13
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時
30

分
淵
杉
の
子（
中
和
泉
５
－
９
－
３
）

仏
松
本
亜
矢
さ
ん（
薬
樹
薬
局
野
川
）

分
吻
あ
い
と
ぴ
あ
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
５
４
３
８
）３
５
６
５
へ
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え

正
吉
苑

▽
健
康
体
操　
腹
淵
仏
⑴
１
月
１３
日

㈬
（
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー
）　
ゆ

ず
り
は
健
康
運
動
指
導
士
⑵
１
月
２２

日
㈮
（
狛
江
団
地
さ
く
ら
集
会
所
）　

佐
伯
美
樹
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）

複
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
払
⑴

先
着
13
人
⑵
先
着
８
人
（
要
予
約
）

▽
武
道
を
取
り
入
れ
た
認
知
症
予
防

体
操　
腹
１
月
15
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分
淵
野
川
地
域
セ
ン
タ

ー
払
先
着
10
人
（
要
予
約
）
仏
小
竹

弘
倫
さ
ん（
じ
ん
だ
い
接
骨
院
院
長
）

分
吻
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま

え
正
吉
苑
☎
（
５
４
３
８
）
２
５
２

２
へ
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え

苑▽
ア
ロ
マ
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操　
腹
２

月
３
日
㈬
仏
橳
島
和
佳
惠
さ
ん
（
健

康
運
動
指
導
士
）

▽
笑
い
ヨ
ガ　
腹
２
月
12
日
㈮
仏
若

林
裕
子
さ
ん
（
笑
い
ヨ
ガ
協
会
リ
ー

ダ
ー
）

▽
理
学
療
法
士
が
教
え
る
体
操
で
骨

を
強
く
し
よ
う
！　
腹
２
月
2６
日
㈮

仏
浅
田
秀
人
さ
ん
（
理
学
療
法
士
）、

中
田
帆
南
さ
ん
（
理
学
療
法
士
）

　
各
日
複
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
淵
駄
倉
地
区
セ
ン
タ
ー
弗
市
内
在

住
の
方
払
先
着
12
人
物
動
き
や
す
い

服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

分
吻
１
月
15
日
㈮
か
ら
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
☎
（
３
４

８
９
）
２
４
０
４
（
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
）
へ
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
「
も

の
忘
れ
相
談
会
」

腹
１
月
18
日
㈪
午
後
１
時
～
４
時
淵

防
災
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議
室
（
事
情

が
あ
る
場
合
は
訪
問
も
可
）
弗
市
内

在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
で
悩
ん

で
い
る
方
と
そ
の
家
族
払
先
着
３
人

（
要
予
約
）
沸
市
内
在
勤
の
認
知
症

の
診
療
に
習
熟
し
た
医
師
に
よ
る
個

別
相
談
会
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
が
立
ち
会
い
ま
す
。

分
吻
１
月
13
日
㈬
ま
で
に
、
高
齢
障

が
い
課
高
齢
者
支
援
係
へ
。

■
犬
の
し
つ
け
・
飼
い
方
相
談

腹
１
月
22
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
弗
初
め
て
犬
を
飼
う
方
や
か

み
つ
き
、
無
駄
ぼ
え
な
ど
で
お
困
り

の
方
払
先
着
６
人
仏
西
川
文
二
さ
ん

（
東
京
都
動
物
愛
護
推
進
員
）

淵
分
吻
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ

セ
ン
タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１
１

８
１
へ
。

■
無
料
健
康
相
談

腹
１
月
21
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分
淵
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

科
目
小
児
科
・
眼
科

吻
狛
江
市
医
師
会
事
務
所
☎
（
３
４

８
８
）
２
２
６
７

■介護者の会１月の日程等
会場 日時　 問い合わせ

狛江共生の家
（駒井町１－１－２）

15日㈮午後１時30分～３時30分
（毎月第３金曜日）

地域包括支援センターこまえ苑
☎（3489）2422

防災センター４階会議室
※梶井文子さん（慈恵医大老年看護
学教授）によるミニ相談会を行います。

21日㈭午後１時30分～３時30分
（毎月第３木曜日） 高齢障がい課高齢者支援係

こまえ正吉苑
（西野川２－27－23）

27日㈬午後１時30分～３時
　（毎月第４水曜日）

地域包括支援センターこまえ正吉苑
☎（5438）2522

※食事および飲料の提供はありません。

れ
、
受
け
入
れ
学
校

に
支
障
が
な
い
場

合
、
指
定

校
を
変
更

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

市
立
小
・
中
学
校
の

市
立
小
・
中
学
校
の

就
学
通
知
書
の
発
送
と

就
学
通
知
書
の
発
送
と

入
学
説
明
会

入
学
説
明
会
分
吻
学
校
教
育
課
学
務

保
健
係
へ
。
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新型コロナウイルス感染症対策のため、イベント等に参加する際はマスクの着用や咳
せき

エチケット、手洗い、手指消毒の徹底をお願いします。

市
長　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
令
和
２
年
度
の

文
化
功
労
者
と
し
て
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
の
分
野
で
選
出
さ
れ
、
狛
江
市
在

住
で
も
あ
る
原
島
文
雄
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
た
び
は
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
文

化
功
労
者
と
し
て
選
出
さ
れ
、
顕
彰

式
に
出
席
さ
れ
た
際
は
ど
ん
な
お
気

持
ち
で
し
た
か
。

原
島　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
意
外
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
文
化
功
労
者

の
顕
彰
式
に
出
席
し
た
時
は
特
別
な

感
情
は
湧
き
上
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
我
々
研
究
者
は
研
究
論
文
に
対

し
て
世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
賞
を
も

ら
う
た
め
、
変
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
か
、
あ
ま
り
感
慨
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
は
言
え
、
ま
さ
か

文
化
功
労
者
に
選
出
さ
れ
る
と
は
全

く
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

最
初
に
お
話
を
伺
っ
た
時
に
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

市
長　
今
回
は
、
映
画
監
督
で
狛
江

市
名
誉
市
民
で
も
あ
る
木
村
大
作
さ

ん
も
文
化
功
労
者
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
小
さ
い
狛
江
市
か
ら
同
時

に
２
名
も
選
出
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
は
、
狛
江
市
が
文
化
・
芸
術
の

面
に
お
い
て
も
成
長
し
て
い
る
証
し

で
も
あ
り
、
市
制
施
行
５０
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
狛
江
市
民
に
喜
び
を

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

原は
ら

島し
ま

　
文ふ

み

雄お

さ
ん

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
都
立
科
学
技

術
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
電
機
大
学
名
誉

教
授
。

東
京
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業

し
、
同
大
学
院
工
学
系
研
究
科
電
気
工
学

専
攻
博
士
課
程
を
修
了
し
て
工
学
博
士

に
。
そ
の
後
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学

学
長
、
東
京
電
機
大
学
学
長
、
首
都
大
学

東
京
学
長
等
を
歴
任
。

昭
和
５３
年
に
計
測
自
動
制
御
学
会
論
文

賞
、
平
成
１６
年
に
教
育
功
労
賞
オ
フ
ィ
シ

エ
（
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
）、
平
成
２１
年
に

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
功
労
賞
を
受
賞
。

平
成
２７
年
に
瑞
宝
重
光
章
を
受
章
さ
れ
、

令
和
２
年
に
は
文
化
功
労
者
に
選
出
。

与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

原
島　
木
村
監
督
と
は
顕
彰
式
に
出

席
し
た
際
に
直
接
ご
挨
拶
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
同
じ
狛
江
市
民

と
し
て
全
く
の
同
時
期
に
選
ば
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
光
栄
な
こ

と
で
す
。

市
長　
先
生
は
た
く
さ
ん
の
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
も
ら
っ
た
賞
の
中
で
一
番
嬉
し

か
っ
た
も
の
、
思
い
入
れ
の
あ
る
も

の
は
何
で
す
か
。

原
島　
や
は
り
研
究
者
と
し
て
一
番

最
初
に
も
ら
っ
た
賞
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。「
研
究
者
と
し
て
初
め
て
認

め
て
も
ら
え
た
ん
だ
！
」
と
い
う
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
気
持
ち
が
強
い

印
象
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

市
長　
ど
こ
か
不
安
な
気
持
ち
も
抱

え
な
が
ら
研
究
を
進
め
る
中
で
、
自

分
の
研
究
内
容
へ
の
自
信
を
持
つ
き

っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
先
生
が
研
究
を
さ
れ

て
い
る
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
と
い

う
の
は
、
機
械
分
野
と
電
気
分
野
の

ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
ん
で
す
か
。

原
島　
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
と
い

う
単
語
の
中
に
ど
ち
ら
も
含
ま
れ
て

い
て
、
メ
カ
は
機
械
、
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
電
気
）
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
９
７

０
年
代
ご
ろ
に
で
き
た
和
製
英
語
で

市
長　
私
自
身
、
市
役
所
の
仕
事
も

今
後
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
行
か

な
く
て
も
手
続
き
な
ど
が
済
む
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。
人
間
よ

り
も
、
Ａ
Ｉ
の
方
が
知
識
や
デ
ー
タ

を
入
れ
込
ん
で
い
く
と
応
答
が
正
確

に
な
り
ま
す
よ
ね
。
何
を
言
っ
た
、

言
わ
な
い
と
か
が
な
く
、
Ａ
Ｉ
が
し

っ
か
り
と
答
え
て
く
れ
る
と
い
う
時

代
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
乗
り
越
え
る
Ａ
Ｉ
が

で
き
て
く
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
進

化
し
て
く
る
と
、
そ
れ
以
上
の
も
の

が
つ
く
ら
れ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

原
島　
今
ま
で
の
生
物
の
進
化
は
確

率
論
で
す
。
何
か
理
由
が
あ
っ
て
進

化
し
て
き
た
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
突

然
変
異
で
単
な
る
偶
然
の
積
み
重
ね

で
で
き
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
Ａ

Ｉ
は
違
い
ま
す
。
我
々
の
理
性
に
よ

っ
て
Ａ
Ｉ
が
つ
く
ら
れ
る
わ
け
で

す
。
Ａ
Ｉ
の
進
化
と
我
々
の
意
識
や

理
性
の
進
化
が
違
う
過
程
を
と
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
ど
う
す
る
の
か
。
Ａ
Ｉ
を
つ

く
る
人
間
の
理
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
ど
う
す
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
ど
う

判
断
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

大
き
な
課
題
で
す
。

市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
相

当
変
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
面
な
ど
の
部
分
で
人
間
の
手
を

使
わ
な
い
、
触
ら
な
い
よ
う
な
こ
と

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
人
が
携
わ

る
も
の
も
、こ
れ
か
ら
少
な
く
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
こ
そ
、今

後
は
医
療
技
術
に
お
い
て
も
ロ
ボ
ッ

ト
操
作
に
頼
る
よ
う
な
こ
と
も
増
え

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
島　
人
間
で
も
Ａ
Ｉ
で
も
、
こ
れ

か
ら
は
正
確
な
方
を
使
う
と
思
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
も
人
間
の
目

よ
り
Ａ
Ｉ
の
方
が
長
け
て
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
ど
こ
ま
で
Ａ
Ｉ
で
進
化

さ
せ
る
の
か
と
い
う
話
に
な
り
ま

す
。
今
後
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

市
長　
先
生
は『
鉄
腕
ア
ト
ム
』が
お

好
き
で
影
響
を
受
け
た
と
聞
き
ま
し

た
。

原
島　
小
学
生
の
時
は
あ
れ
し
か
読

む
も
の
が
な
く
て（
笑
）。も
う
隅
か

ら
隅
ま
で
、何
十
回
と
読
み
ま
し
た
。

市
長　
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
に
出
て
く

る
空
飛
ぶ
自
動
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
内

容
は
子
ど
も
の
頃
の
夢
で
し
た
が
、

そ
れ
ら
が
徐
々
に
現
実
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
先
生
は
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』

か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な

研
究
心
が
沸
い
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

原
島　
間
違
い
な
く
影
響
は
受
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来

は
ど
う
な
る
か
読
め
な
い
で
す
か
ら

ね
。
大
体
ア
イ
デ
ア
と
か
根
本
的
な

思
想
は
、
１９
世
紀
か
ら
２０
世
紀
の
天

才
た
ち
が
考
え
出
し
て
、
そ
れ
が
最

近
確
立
さ
れ
て
き
た
の
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
お
か
げ
な
ん
で
す
。

市
長　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
歩
に

合
わ
せ
て
、
学
問
が
発
展
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

原
島　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
大
体
１

９
６
０
年
ご
ろ
か
ら
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
３０
～
４０
年
で
大

変
進
歩
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
過
去

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
解
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
あ
る
か
ら
新
し
い

問
題
が
あ
る
と
気
が
付
い
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
十
数
年
で
基
本
的
な
考
え

方
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

市
長　
そ
う
い
う
こ
と
に
気
が
付
い

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
人
間
の

進
化
も
あ
り
ま
す
か
。

原
島　
も
ち
ろ
ん
進
化
と
い
え
ば
進

化
で
す
。
Ａ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ム
や
ロ
ボ

ッ
ト
も
世
界
中
の
科
学
者
や
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
作
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
人
間
に
限
ら
ず
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
発
展
し
て
進
化
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

進
化
し
続
け
ま
す
が
、
そ
の
時
に
人

間
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　
我
々
人
間
と
し
て
、
理
性
の

問
題
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
る
Ｉ
Ｔ

企
業
の
方
と
お
話
し
た
時
に
、
最
近

は
こ
れ
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
発

展
・
進
化
す
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
な
か
な
か
で

な
操
作
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、そ
こ
で
教
育
面
で
も
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う

学
ん
で
い
く
の
か
。
そ
う
い
っ
た
心

の
豊
か
さ
を
ど
う
教
え
て
い
く
か
が

大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

原
島　
教
育
面
で
は
心
の
豊
か
さ
の

育
成
を
徹
底
し
て
や
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
２
０
４
５
年
の
時
に
は
、

Ａ
Ｉ
は
自
分
で
進
歩
す
る
で
し
ょ

う
。
人
間
の
進
歩
よ
り
早
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　
狛
江
市
内
は
坂
道
も
少
な
く

て
、
散
歩
す
る
に
も
歩
き
や
す
く
て

良
い
で
す
よ
ね
。

原
島　
本
当
に
歩
く
の
に
楽
で
良
い

で
す
。
ま
た
、
年
を
取
っ
て
き
て
一

番
助
か
る
の
が
、
緑
道
に
椅
子
が
置

い
て
あ
る
こ
と
で
す
。
街
中
に
は
普

通
椅
子
が
あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、

緑
道
に
は
椅
子
が
５
０
０
ｍ
お
き
ぐ

ら
い
に
置
い
て
あ
る
の
が
非
常
に
あ

り
が
た
い
で
す
。
椅
子
が
な
か
っ
た

ら
散
歩
し
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

市
長　
緑
道
は
季
節
を
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
と
、
安
全
だ
と
い
う
部

分
が
あ
り
ま
す
。

原
島　
非
常
に
良
い
場
所
で
す
。
世

界
で
も
あ
れ
だ
け
の
距
離
の
緑
道
が

市
長　
幅
広
い
分
野
の
研
究
や
勉
強

を
さ
れ
て
い
る
と
、
ホ
ッ
と
で
き
る

よ
う
な
息
抜
き
も
必
要
で
す
。
先
生

は
息
抜
き
の
た
め
に
何
か
や
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

原
島　
私
は
野
川
緑
地
公
園
の
緑
道

が
気
に
入
っ
て
い
て
、
毎
日
散
歩
し

て
い
ま
す
。
往
復
す
る
と
３
㎞
ぐ
ら

い
あ
り
ま
す
よ
ね
。
場
所
に
よ
っ
て

桜
が
あ
っ
た
り
ケ
ヤ
キ
が
あ
っ
た

り
、
木
の
種
類
も
違
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
緑
道
沿
い
は
き
ち
ん
と
手
入

れ
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
よ
く
で
き

て
い
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
散
歩

し
て
い
て
非
常
に
気
持
ち
が
良
い
で

す
。
娘
か
ら
健
康
面
で
よ
く
注
意
を

受
け
る
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近

は
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。

市
長　
退
職
後
に
新
し
い
学
問
の
勉

強
を
始
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
か
。
そ

れ
は
す
ご
い
で
す
ね
！

原
島　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
で
き
た

こ
こ
５０
～
６０
年
の
間
に
、
す
べ
て
の

学
問
が
非
常
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。

私
も
解
説
書
や
新
聞
に
書
い
て
あ
る

程
度
の
知
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
け

ど
、詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
の
で
片

っ
端
か
ら
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。
学

問
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
学
問
へ
の
興

味
が
よ
り
湧
い
て
き
ま
す
し
、
新
た

な
面
白
さ
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
長　
多
方
面
の
分
野
に
興
味
が
出

始
め
て
い
る
ん
で
す
ね
。

原
島　
今
朝
は
、
宇
宙
の
起
源
は
ど

う
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
講
義
を

聞
い
て
き
ま
し
た
。
今
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
つ
で
も
自
由
に

講
義
を
聞
け
る
の
で
、
良
い
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

市
長　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
先
生
は
生
涯
勉
強
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
狛
江
百
塚
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
狛
江
の
歴
史
も

奥
深
い
内
容
で
す
。
よ
け
れ
ば
狛
江

の
歴
史
に
も
目
を
向
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

原
島　
そ
う
言
え
ば
、
狛
江
は
か
つ

て
神
奈
川
県
に
属
し
て
い
た
と
聞
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
多
摩
川
の
流
れ
が

影
響
し
て
い
る
の
で
す
か
。

市
長　
も
と
も
と
三
多
摩
地
域
は
神

奈
川
県
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
東

京
府
の
水
源
の
問
題
で
、
狛
江
が
属

市
長　
市
内
の
小
学
校
４
～
６
年
生

を
対
象
に
、「
コ
マ
エ
×
ミ
ラ
イ
×

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
自
由
研
究
コ

ン
テ
ス
ト
を
昨
年
実
施
し
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
企
画
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
か
と
言
う
と
、
世
界
に
は
先

生
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学

者
が
い
ま
す
。
も
っ
と
日
本
人
が
世

界
で
輝
き
、
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
な
ん
で
す
。
先
生
も
『
鉄
腕
ア

ト
ム
』
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

ば
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
自
分
で
研
究
を
し
て
将
来
に

向
け
て
研
究
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

く
て
今
回
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

原
島　
き
っ
か
け
を
作
る
と
い
う
の

も
我
々
大
人
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
３
４
８

点
の
作
品
提
出
が
あ
り
、
今
回
１８
作

品
を
優
秀
賞
と
し
て
選
出
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
研

究
や
、
環
境
問
題
な
ど
を
研
究
し
た

内
容
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
経
験
し
て
も
ら

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
後
先
生
の

よ
う
な
研
究
者
が
出
て
く
れ
ば
よ
い

な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

原
島　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
本
当
に
良
い
環
境
に
い

る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
考

え
る
と
、今
８０
歳
で
す
が
、５
歳
の
時

に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
私
が
覚
え

て
い
る
最
初
の
記
憶
は
空
襲
で
、
夜

中
に
爆
弾
の
中
を
逃
げ
惑
い
ま
し

た
。
そ
の
次
の
記
憶
は
そ
の
数
日
後

に
機
銃
掃
射
を
受
け
た
こ
と
で
す
。

そ
の
後
戦
争
が
な
か
っ
た
こ
と
に
は

感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

市
長　
人
知
が
及
ば
な
い
も
の
が
完

成
す
る
と
仰
ら
れ
た
２
０
４
５
年
ま

で
あ
と
２４
年
で
す
が
、
そ
の
間
に
今

の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
り
ま

す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
か
け
る
言

葉
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

原
島　
私
は
孫
が
４
人
い
ま
す
。
孫

た
ち
を
見
て
い
る
と
、
今
の
子
ど
も

た
ち
は
こ
の
平
和
な
環
境
の
中
で
賢

く
育
っ
て
い
ま
す
ね
。
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
を
受
け
な
が
ら
思
い
っ
切
り
成

長
し
て
ほ
し
い
で
す
。
で
も
、
一
番

大
切
な
の
は
「
悪
い
こ
と
を
し
な
い

で
も
ら
い
た
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
十
分
で
す
。
あ
と
は
好

き
な
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
て
も
構
わ

な
い
と
す
ら
思
い
ま
す
。

す
る
北
多
摩
郡
も
東
京
府
に
移
管
さ

れ
ま
し
た
。
多
摩
川
は
、
長
い
年
月

の
間
に
何
度
も
流
れ
が
変
わ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
神
奈
川
県
側
に
宿
河

原
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、
実

は
狛
江
に
も
あ
り
ま
し
た
。
多
摩
川

の
流
れ
が
変
わ
っ
て
、
宿
河
原
を
分

け
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

市
長　
何
で
も
好
き
な
よ
う
に
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

も
、「
何
を
や
っ
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
、
あ
る
種
の
不
自

由
さ
を
生
ん
だ
り
も
し
ま
す
よ
ね
。

原
島　
単
に
好
き
な
こ
と
と
言
っ
て

も
、
無
限
に
あ
る
中
か
ら
選
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
家
庭
や

学
校
で
き
ち
ん
と
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
、
そ
の
間
で
子
ど
も
た

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
を
し
て
い
く

こ
と
を
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
選
択
の
余
地
と
、
社
会
が

与
え
る
制
約
の
比
率
は
、
も
し
か
す

る
と
社
会
の
制
約
の
方
が
大
き
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
活
環
境
や
教

育
環
境
と
い
う
の
は
大
事
だ
と
思
い

ま
す
ね
。
社
会
が
健
全
に
発
展
す
る

た
め
に
は
き
ち
ん
と
し
た
教
育
環
境

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　
子
ど
も
の
成
長
に
は
家
庭
や

教
育
な
ど
の
周
り
の
環
境
を
き
ち
ん

と
整
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
と
て

も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

原
島　
知
識
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た

時
に
は
何
も
入
っ
て
い
な
い
で
す
か

ら
ね
。
人
間
が
持
っ
て
い
る
知
識
は

何
も
遺
伝
は
せ
ず
、
す
べ
て
教
育
や

環
境
な
ど
か
ら
学
び
取
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

市
長　
先
生
は
多
く
の
学
問
を
勉
強

さ
れ
て
い
る
の
で
大
変
興
味
深
い
お

話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ぜ
ひ
狛
江
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
先
生
の
お
考
え
を
伝
え
ら
れ
る
機

会
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

文
化
功
労
者
に
選
出
～
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
は
～

Ａ
Ｉ
の
進
化
～
人
間
と
Ａ
Ｉ
の
共
存
～

な
ど
、
電
気
で
動
く
機
械
を
制
御
す

る
こ
と
を
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
と

言
い
ま
す
。

市
長　
な
る
ほ
ど
。
例
え
ば
、
我
々

が
普
段
乗
っ
て
い
る
自
動
車
も
さ
ま

ざ
ま
な
部
品
が
複
雑
に
組
み
合
わ
さ

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
品
は

機
械
操
作
の
み
で
動
い
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
」、

つ
ま
り
電
気
で
制
御
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
高
度
な
動
作
を
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
自
動
車
だ
け
に
限
ら
ず
、
家
電

製
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
常
生
活

の
中
で
私
た
ち
が
意
識
せ
ず
に
当
た

り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
も
の
の

多
く
が
、
実
は
原
島
先
生
の
研
究
成

果
の
恩
恵
を
受
け
て
い
そ
う
で
す
。

原
島　
私
が
研
究
を
始
め
た
５０
年
く

ら
い
前
は
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス（
電

気
）
の
方
が
ず
っ
と
遅
れ
て
い
ま
し

た
。
Ｉ
Ｔ
も
デ
ジ
タ
ル
の
技
術
も
、

ま
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
な
い
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
進
歩
と
と
も

に
こ
の
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
も
進
歩
を

し
て
き
た
わ
け
で
す
。
で
も
、
少
し

悲
劇
的
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す

け
ど
、
こ
の
ま
ま
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
技
術
の
進
歩
が
進
み
、
今
か
ら
２４

年
後
の
大
体
２
０
４
５
年
く
ら
い
に

は
人
知
が
及
ば
な
い
も
の
が
完
成
す

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
半
分

ぐ
ら
い
の
人
間
が
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
能
力
に
か
な
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
長　
人
間
の
全
体
的
な
能
力
の
平

均
以
上
に
、
機
械
の
能
力
が
上
が
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

原
島　
そ
う
な
っ
た
と
き
に
社
会
は

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
す
で
に

社
会
学
者
の
方
た
ち
が
議
論
を
始
め

て
い
ま
す
。
極
端
な
話
、
半
分
以
上

の
人
が
働
く
必
要
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
時
代
が
来
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

き
な
く
な
っ
て
、
人
間
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
心
の
ゆ
と
り
と
か
豊

か
さ
を
求
め
て
い
く
社
会
に
な
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

原
島　
今
は
子
ど
も
た
ち
も
パ
ソ
コ

ン
が
で
き
て
当
た
り
前
の
時
代
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。

市
長　
狛
江
市
で
は
、児
童・生
徒
全

員
が
一
人
１
台
パ
ソ
コ
ン・タ
ブ
レ
ッ

ト
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と

す
べ
て
画
面
を
見
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

日
常
で
の
息
抜
き
の
時
間
～
散
歩
と
勉
強
～

子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

街
中
に
あ
る
場
所
は
な
か
な
か
な
い

と
思
い
ま
す
。

市
長　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
、
ホ

ッ
と
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、
健
康

面
で
歩
け
る
場
所
が
あ
る
の
は
良
い

で
す
よ
ね
。
狛
江
に
住
ま
れ
て
狛
江

の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

原
島　
狛
江
に
住
ん
で
大
体
３０
年
ぐ

ら
い
経
つ
で
し
ょ
う
か
。
住
み
始
め

た
の
は
偶
然
な
ん
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
通
学
し
や
す
い
場
所
を
探
し
て

い
る
中
で
、
た
ま
た
ま
狛
江
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
海
外

に
行
く
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
こ
そ
海

外
に
住
ん
で
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
海
外
に
比
べ
て
も
狛
江
は
落
ち

着
い
た
住
宅
地
で
本
当
に
住
み
や
す

い
と
思
い
ま
す
。

市
長　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

狛
江
の
環
境
が
先
生
の
研
究
成
果
に

多
少
な
り
と
も
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
嬉
し
い
お
話
で
す
。

原
島　
そ
れ
と
私
は
少
し
変
わ
っ
て

い
ま
し
て
、
５
年
前
に
教
授
な
ど
の

職
を
す
べ
て
辞
め
て
、
ま
ず
は
大
学

で
考
古
学
を
学
び
始
め
て
、
今
は
放

送
大
学
の
学
生
を
し
て
い
ま
す
。

す
け
ど
、
今
で
は

世
界
中
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
が

研
究
を
始
め
た
時

は
ま
だ
ロ
ボ
ッ
ト

が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
簡
単
に
言

え
ば
、
工
場
の
生

産
機
械・自
動
車・

鉄
道
・
家
電
製
品

木村大作監督（右）と文化功労者顕彰式
会場で撮影

新
春
対
談

新
春
対
談
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電
話
で
光
回
線
の
契
約
変
更
で

安
く
な
る
と
言
わ
れ
契
約
し
た
》◆
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　マイナンバーカードの申請がスマートフォンやパソコン
または郵送等で可能になる二次元コード付き交付申請書
が、国から３月にかけて順次発送される予定です。
　なお、マイナンバーカードは、申請してからカードが出
来上がるまで２カ月程度かかります。今後の受付状況によ
り、さらに時間がかかる可能性があります。
※申請書はマイナンバーカードを取得してい
ない方に郵送します。なお、令和２年度中に
別途案内を受けている方へは郵送されません。
※マイナンバーカードの申請は、本人の意思
によるため任意です。
吻マイナンバー総合フリーダイヤル錆0120（95）0178

１

月

の

古

民

家

園

狛
江
弁
財
天
池
特
別
緑
地
保
全
地
区

狛
江
弁
財
天
池
特
別
緑
地
保
全
地
区

��

１
月
行
事
予
定

１
月
行
事
予
定

「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
１
月
行
事
予
定

「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
１
月
行
事
予
定

～
狛
江
水
辺
の
楽
校
を
元
に
戻
そ
う
！
～

◎
和
泉
児
童
館�

�

☎
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
い
ず
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
新
春
チ

ャ
レ
ン
ジ
豆
つ
ま
み・皿
う
つ
し
」

腹
１
月
４
日
㈪
午
後
４
時
～
５
時

弗
小
学
生
沸
制
限
時
間
内
に
豆
を

箸
で
つ
か
ん
で
い
く
つ
皿
に
移
せ

る
か
を
競
い
ま
す
。

■
す
く
す
く
測
定　
腹
１
月
７
日

㈭
午
前
10
時
～
11
時
20
分
弗
乳
幼

児
沸
子
育
て
相
談
員
が
お
子
さ
ん

の
身
長
、
体
重
を
測
定
し
ま
す
。

■
お
は
な
し
か
い　
腹
１
月
1４
日

㈭
午
後
１
時
３0
分
～
１
時
50
分
弗

乳
幼
児
親
子
沸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

手
遊
び
の
時
間
で
す
。

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー�

�

☎
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
乳
幼
児
お
は
な
し
会　
腹
１
月

18
日
㈪
午
前
10
時
～
10
時
３0
分
弗

乳
幼
児
親
子
払
先
着
10
組
沸
わ
ら

べ
う
た
や
絵
本
な
ど
分
１
月
９
日

㈯
午
前
10
時
か
ら

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
お
の
っ
ち

の
わ
く
わ
く
ま
ち
が
い
さ
が
し
」　

弗
腹
▽
小
学
校
４
～
６
年
生　
１

月
20
日
㈬
▽
小
学
校
１
～
３
年
生　

１
月
21
日
㈭

　
各
回
複
午
後
３
時
３0
分
～
４
時

４5
分
払
先
着
20
人
沸
館
内
を
使
っ

た
間
違
い
探
し
分
１
月
９
日
㈯
午

後
２
時
か
ら

■
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア　
腹
１
月

21
日
㈭
弗
複
▽
３
カ
月
～
ハ
イ
ハ

イ
が
で
き
る
こ
ろ
ま
で
の
乳
幼
児

と
保
護
者　
午
前
10
時
～
10
時
３0

分
▽
あ
ん
よ
が
で
き
る
こ
ろ
～
３

歳
ご
ろ
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護
者　

午
前
11
時
～
11
時
３0
分

　
各
回
払
先
着
10
組
沸
親
子
で
の

リ
ズ
ム
遊
び
分
１
月
９
日
㈯
午
前

10
時
か
ら

◎
こ
ま
っ
こ
児
童
館�

�

☎
（
３
４
８
０
）
５
７
０
１

■
こ
ま
大
会　
腹
１
月
５
日
㈫
午

後
３
時
～
４
時
３0
分

弗
小
学
校
１
年
生
～

中
学
校
３
年
生
程
度

沸
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制

の
こ
ま
の
試
合
を
し

ま
す
。

■
か
る
た
大
会　
腹
１
月
７
日
㈭

午
後
２
時
３0
分
～
４
時
３0
分
弗
小

学
校
１
年
生
～
中
学
校
３
年
生
程

度◎
１
月
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク�
�

（
冒
険
遊
び
場
）

腹
毎
週
月
・
火
・
水
曜
日
お
よ
び

９
日
㈯
・
17
日
㈰
・
2３
日
㈯
・
３1

日
㈰
複
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

実
施
時
間
以
外
は
、
通
常
の
公
園

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
淵
西
河
原

公
園
内

吻
狛
江
プ
レ
ー
パ
ー
ク
☎
０
５
０

（
３
７
０
７
）
２
４
３
５
（
開
催

日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

子育て子育て

こまえ子育てねっと
https://komae-kosodate.net/

えだまめ王子

※詳細は、こまえ子育てねっとをご覧ください。

◆
相
談
事
例

　
契
約
中
の
光
回
線
業
者
を
名
乗

っ
て
電
話
が
あ
り
、「
手
続
き
を

す
れ
ば
月
額
料
金
が
今
よ
り
安
く

な
る
」
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
料

金
プ
ラ
ン
の
変
更
だ
と
思
い
、
申

し
込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
後
日

書
面
が
届
き
、
別
の
光
回
線
業
者

と
契
約
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
説
明
を
受
け
て
い
な
い
オ
プ

シ
ョ
ン
料
金
を
入
れ
る
と
、
今
ま

で
よ
り
料
金
が
高
く
な
る
の
で
、

元
の
契
約
に
戻
し
た
い
で
す
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

　
光
回
線
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
光
回
線
の
契
約
は
工
事
前

で
あ
れ
ば
無
償
で
解
約
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
後
で
も

「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
と
い
っ
て
、

契
約
書
面
受
領
日
か
ら
８
日
間
は
違

約
金
な
し
で
、
利
用
者
の
都
合
の
み

で
契
約
解
除
が
可
能
な
制
度
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
初
期
契
約
解
除
の

場
合
、
解
除
ま
で
に
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
、
実
施
済
み
の
工
事

費
と
事
務
手
数
料
は
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
他
に
も
電
気
通
信
事
業
法
で
は
、

電
気
通
信
事
業
者
と
代
理
店
は
契
約

前
に
料
金
や
提
供
条
件
等
を
説
明
す

る
義
務
、
契
約
締
結
後
の
書
面
交
付

義
務
、
契
約
や
勧
誘
を
希
望
し
な

い
利
用
者
へ
の
再
勧
誘
の
禁
止
等

の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　
事
例
で
は
相
談
者
が
契
約
書
に

記
載
さ
れ
た
光
回
線
業
者
に
連
絡

し
、
勧
誘
さ
れ
た
代
理
店
の
説
明

に
問
題
が
あ
る
と
申
し
出
た
と
こ

ろ
、
切
り
替
え
工
事
前
だ
っ
た
の

で
無
償
で
解
約
で
き
ま
し
た
。

　
勧
誘
時
に
業
者
か
ら
料
金
が
安

く
な
る
と
言
わ
れ
て
も
す
ぐ
に
契

約
せ
ず
、
契
約
先
の
業
者
名
、
サ

ー
ビ
ス
名
、
料
金
の
内
訳
、
解
約

料
等
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
契
約
内
容
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
り
、
必
要
が
な
い
場
合
は

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
。

吻
地
域
活
性
課
地
域
振
興
係

腹
10
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

▽
緑
地
の
開
放　
午
前
10
時
～
午
後

３
時

▽
自
然
観
察
会　
午
前
10
時
15
分
～

11
時

沸
動
物
・
植
物
・
キ
ノ
コ
等
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
物
が
観
察
で
き
る
観
察
会

と
緑
地
の
開
放
を
行
い
ま
す
。

※
狛
江
弁
財
天
池
特
別
緑
地
保
全
地

区
市
民
の
会
で
は
、
会
員
を
募
集
中

で
す
。

吻
坂
田
☎
（
３
４
８
９
）
７
１
３
９

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る
増

水
で
流
れ
て
き
た
、
わ
ら
ご
み
や
流

木
が
ま
だ
片
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

腹
１
月
10
日
～
３1
日
の
毎
週
日
曜
日

複
午
前
10
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

集
合
狛
江
水
辺
の
楽
校
入
口

沸
水
辺
の
楽
校
の
清
掃
、
散
策
路
の

草
刈
り
や
小
川
の
丸
太
橋
づ
く
り

物
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
・
靴
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴

な
ど
）、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

着
替
え
、お
持
ち
の
方
は
の
こ
ぎ
り
、

草
刈
り
鎌
な
ど

吻
竹
本
☎
０
９
０
（
３
５
２
５
）
８

５
０
６

■
古
民
家
園
で
遊
ぼ
う

腹
1６
日
㈯

複
午
前
10
時
～
11
時
３0
分
（
雨
天
実

施
）

弗
乳
幼
児
と
そ
の
家
族（
原
則
親
子
）

払
先
着
10
組
（
要
予
約
）

沸
子
育
て
中
の
親
子
が
屋
内
や
園
庭

で
楽
し
く
遊
び
交
流
で
き
ま
す
。

※
子
育
て
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
交
流

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
（
授
乳
と
お

む
つ
交
換
の
場
所
あ
り
）。

仏
長
谷
川
ま
ゆ
み
さ
ん
、
田
村
泉
さ

ん
、
大
畑
恵
美
子
さ
ん
（
サ
ポ
ー
ト

狛
江
）、
他

分
吻
む
い
か
ら
民
家
園
☎
（
３
４
８

９
）
８
９
８
１
（
開
園
時
間
午
前
９

時
３0
分
～
午
後
４
時
３0
分
、
月
曜
日

休
園
※
11
日
㈷
は
開
園
、
１
日
㈷
～

４
日
㈪
・
12
日
㈫
は
休
園
）
へ
。

腹１月27日㈬午前９時３0分～11時３0分（要予約）
沸育児の悩みや、お母さん自身の心と体のことなどの相談
物母子健康手帳
淵分吻健康推進課（あいとぴあセンター）☎（３４88）1181へ。

育 児 相 談育 児 相 談
～子どもの身長、体重も測れます～

マイナンバーカードマイナンバーカード
交付申請書交付申請書（二次元コード付き）（二次元コード付き）

が送付されますが送付されますマイナちゃんマイナちゃん

みんなできれいにしよう
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新型コロナウイルス感染症の影響で、広報こまえに掲載したイベント等は中止や内容を変更する可能性があります。

以 下 は 広 告 枠 で す

■
住
ま
い
探
し
の
相
談
窓
口

腹
２
月
２
日
㈫
複
午
前
１０
時
～
１０
時

５０
分
・
午
前
１１
時
～
１１
時
５０
分
の
２

枠
（
要
予
約
）
淵
２
階
第
一
市
民
相

談
室
弗
市
内
在
住
の
方
沸
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
子
育
て
家
庭
な
ど
の
事

情
で
住
ま
い
（
民
間
賃
貸
住
宅
）
の

確
保
に
お
困
り
の
方
か
ら
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

分
吻
福
祉
政
策
課
へ
。

■
狛
江
お
も
ち
ゃ
病
院
開
院
日

腹
１
月
７
日
㈭
・
２１
日
㈭
複
午
前
９

時
３０
分
～
１１
時
沸
ド
ク
タ
ー
が
壊
れ

た
状
況
を
聞
き
な
が
ら
お
も
ち
ゃ
の

診
察
を
し
ま
す
。

淵
吻
清
掃
課
（
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
）

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
説
明
会

腹
１
月
１３
日
㈬
午
前
１０
時
３０
分
～
１１

時
３０
分
淵
ひ
だ
ま
り
セ
ン
タ
ー
沸
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い

方
（
利
用
会
員
）
と
お
手
伝
い
を
し

た
い
方
（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
が
、
相

互
に
助
け
合
い
な
が
ら
子
育
て
を
す

る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
説
明

会
。利
用
会
員
希
望
者
は
説
明
会（
サ

ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
講
習
会
）
へ

の
参
加
が
必
要
で
す
。

分
吻
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

先
着
３
人（
要
予
約
）
物
生
ご
み（
野

菜
く
ず
等
少
量
）、
は
さ
み
、
牛
乳

パ
ッ
ク

分
吻
１
月
１３
日
㈬
ま
で
に
、
清
掃
課

（
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

へ
。

■
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
多
摩
川
ア
ウ
ト
ド
ア
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
無
料
講
座
「
ウ

ォ
ー
ク
＆
ラ
ン
」

腹
１
月
１７
日
㈰
午
前
１０
時
３０
分
～
１１

時
４５
分
弗
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
１８
歳
以
上
の
方
払
先
着
３
人
仏
Ｂ

Ｌ
Ｕ
Ｅ
多
摩
川
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

淵
分
吻
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
多
摩
川
ア
ウ
ト
ド

ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
☎
（
３
４

３
０
）
３
１
１
７
へ
。

◎
西
河
原
公
民
館�

�
☎
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
お
は
な
し
会　
腹
１
月
の

毎
週
木
曜
日
複
午
後
３
時
４５
分
か
ら

払
１０
人
分
当
日
に
電
話
で
申
し
込
み

■
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
西
河
原
映

画
会
「
最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方
」

（
監
督
：
犬
童
一
心
、
出
演
：
吉
永

小
百
合
、天
海
祐
希
、ム
ロ
ツ
ヨ
シ
、

他
）　
腹
１
月
９
日
㈯
午
前
１０
時
・

午
後
２
時
の
２
回
上
映
（
上
映
時
間

１
１
５
分
）
払
先
着
５０
人
（
予
約
不

要
）

■
西
河
原
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
室
の
一

般
開
放　
腹
１
月
１５
日
㈮
午
後
１
時

３０
分
～
４
時
弗
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方
払
先
着
５
人
沸
パ
ソ
コ
ン

室
の
自
由
開
放
、
パ
ソ
コ
ン
の
使
い

方
相
談
（
講
座
形
式
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
※
利
用
制
限
あ
り
。
メ
ー
ル
利

用
不
可
仏
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
講
師
物
印
刷

ン
タ
ー
☎
（
３
４
８
０
）
１
５
８
７

（
月
～
土
曜
日
午
前
１０
時
～
午
後
５

時
）
へ
。

■
未
就
学
児
運
動
療
育
教
室
「
み
ん

な
で
地
球
を
け
っ
と
ば
せ
！
」

腹
１
月
２０
日
㈬
午
後
２
時
３０
分
～
３

時
３０
分
（
２
組
に
分
け
て
実
施
す
る

場
合
あ
り
）
淵
市
民
総
合
体
育
館
弗

３
～
６
歳
（
未
就
学
児
）
と
そ
の
保

護
者
払
先
着
１０
組
沸
発
達
が
ゆ
っ
く

り
な
子
や
集
団
活
動
が
苦
手
な
子
を

対
象
と
し
た
親
子
運
動
教
室
。
家
族

で
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
運
動

メ
ニ
ュ
ー
の
動
画
配
信
も
行
っ
て
い

ま
す
（
動
画
は
申
し
込
み
を
し
た
方

の
み
閲
覧
可
能
。
先
着
２０
組
）
仏
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ラ
ッ
ソ
ス

分
吻
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
者
支
援

係
へ
。

■
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
寄
せ
植
え
づ
く

り
体
験

腹
２
月
６
日
㈯
午
前
１０
時
～
正
午
淵

防
災
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
払
先
着

１５
人
沸
園
芸
の
基
礎
知
識
と
寄
せ
植

え
の
作
り
方
を
学
び
、
実
習
を
行
い

ま
す
仏
（
株
）
和
泉
園
鮒
１
，
０
０

０
円
（
材
料
費
）

分
吻
１
月
５
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
環
境
政
策
課
水
と
緑
の
係
へ
。

■
生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会
～
生
ご
み

堆
肥
の
作
り
方
と
野
菜
栽
培
～

腹
１
月
１８
日
㈪
午
前
１０
時
～
１１
時
払

用
紙
（
印
刷
す
る
方
の
み
。
白
黒
３０

枚
ま
で
）

■
女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
実
家
も
自
宅
も　

安
心
・
か
ん
た
ん
片
づ
け
術
」　
腹

１
月
２３
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
弗
市

内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性
払
先
着

２０
人
沸
実
家
の
整
理
と
片
付
け
の
こ

つ
を
学
ぶ
仏
菅
原
康
子
さ
ん
（
実
家

片
づ
け
整
理
協
会
実
家
片
づ
け
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
分
１
月
６
日
㈬
午
前
９

時
か
ら

◎
中
央
公
民
館�

�

☎
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
こ
ま
え
市
民
大
学
「
杉
原
千
畝
の

＂命
の
ビ
ザ
＂
の
謎
」　
腹
１
月
２３

日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
払
先
着
４０
人

仏
石
郷
岡
建
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）
鮒
２
０
０
円
（
受
講
料
）
分
１

月
６
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

■
青
年
教
室
「
初
心
者
向
け
家
族
で

Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
」　
腹
１
月
３０
日
㈯
午

後
２
時
～
４
時
弗
小
学
生
以
上
の
子

ど
も
連
れ
の
親
子
払
５
組
（
多
数
抽

選
）
仏
岩
間
紀
子
さ
ん
（
二
級
建
築

士
）、
榎
本
愛
さ
ん
（
住
空
間
収
納

プ
ラ
ン
ナ
ー
）
鮒
１
，５
０
０
円（
材

料
費
）
分
１
月
１５
日

㈮
ま
で
に
、
電
子
申

請
で
申
し
込
み

◎
中
央
図
書
館�

�

☎
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
え
ほ
ん
の
じ
か
ん　
腹
１
月
の
毎

週
水
曜
日
複
午
後
３
時
３０
分
～
３
時

４５
分
・
午
後
４
時
～
４
時
１５
分
※
各

回
と
も
同
一
内
容
で
す
。
ど
ち
ら
か

１
回
に
参
加
で
き
ま
す
弗
４
歳
以
上

の
子
ど
も
※
対
象
年
齢
の
お
子
さ
ん

の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
払
各
回
先

着
５
人
沸
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

腹
１
月
３１
日
㈰
午
前
１０
時
～
正
午

（
受
付
は
午
前
１１
時
ま
で
）

淵
防
災
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議
室

弗
高
次
脳
機
能
障
が
い
当
事
者
、
家

族
、
支
援
者
等

仏
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医

師
、
ス
タ
ッ
フ

分
吻
福
祉
相
談
課

相
談
支
援
係
へ
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
相
談
茶
話
会

高
次
脳
機
能
障
が
い
相
談
茶
話
会

「「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク

ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」」

腹
１
月
２３
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

弗
市
内
在
住
で
認
知
症
の
方
、
認
知

症
の
方
を
介
護
す
る
家
族
等

払
先
着
１０
人

沸
水
引
を
使
っ
た
簡
単
な
小
物
づ
く

り
、
情
報
交
換
、
個
別
相
談

※
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

を
使
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

仏
葵
こ
と
り
さ
ん（
ア
ク
セ
サ
リ
ー・

水
引
作
家
）、
梶
井
文
子
さ
ん
（
慈

恵
医
大
老
年
看
護
学
教
授
）

分
吻
１
月
１５
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を
、

墳kajii‒kaken@jikei.ac.jp

ま

た
は
申
込
用
紙
（
慈
恵
医
大
第
三
病

院
、市
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
障
が
い
課
窓
口
で
配
布
）
を
フ

ァ
ク
ス
で
慈
恵
医
大
医
学
部
看
護
学

科
☎
（
３
４
３
０
）

８
６
８
６
内
線
２
７

６
５
、
憤
（
３
４
８

８
）
７
４
５
２
へ
。

認
知
症
の
方
と

認
知
症
の
方
と

ご
家
族
向
け
の
交
流
会

ご
家
族
向
け
の
交
流
会
～
慈
恵
結
び
の
会
～

～
慈
恵
結
び
の
会
～

絵手紙ひろば
■腹■淵定▽１月７日㈭（市役所２階ロビー）　先着１０人
▽２１日㈭（エコルマホール展示・多目的室）　先着３０人
※予約不要
■複午前１０時～正午
■覆午前１１時まで（初めての方は１０時までにお越しくだ
さい）
■沸絵手紙をかいたり、アドバイスが受けられます。
■仏「絵手紙発祥の地―狛江」実行委員
■吻「絵手紙発祥の
地―狛江」実行委
員会事務局（（一
財）狛江市文化振
興 事 業 団 ）☎
（３４３０）４１０６（ １
日㈷～４日㈪、火
曜日は休館）
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１

月

の

市

民

相

談

相 談 名 開 催 日 ・ 時 間 相 談 員 申 し 込 み 等

法 律 相 談 毎週月・木曜日　午前９時～正午 弁 護 士
事前予約制（相談日
の１週間前から秘書
広報室で受け付け）

行 政 相 談 １５日㈮　午後１時～４時 行政相談委員

事前予約制
（４日㈪から秘書広
報室で受け付け。
空きがあれば当日も
受け付けます）

※夜間相談は相談当
日の午後４時まで受
け付け。

※行政相談は１３日㈬
午後４時まで受け付
け。

※通訳を希望する方
はご相談ください。

交 通 事 故 相 談 １９日㈫　午前９時３０分～正午 弁 護 士
土 地 家 屋 調 査
測量表示登記相談 ２８日㈭　午後１時～４時 土 地 家 屋 

調 査 士 会

不動産取引相談 １２日㈫　午後１時～４時 宅 地 建 物 
取 引 業 協 会

相 続 相 談
５日㈫・１９日㈫　午後１時～４時 行 政 書 士 会 

調 布 支 部夜間相談　１２日㈫　午後６時～８時
カウンセリング・ 
心 の 相 談 ６日㈬・２０日㈬　午前９時～正午 カウンセラー

女 性 の た め の 
カウンセリング １３日㈬・２７日㈬　午前９時～正午 カウンセラー

登 記 相 談 夜間相談　２５日㈪　午後６時～８時 司 法 書 士 会 
調 布 支 部

労 働 相 談 １５日㈮　午前９時～正午 社会保険労務士会
武 蔵 野 支 部

税 務 相 談
１４日㈭　午後１時～４時

東京税理士会
武蔵府中支部

※会場は東京税理士会武蔵府中支部
毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　午後１時～４時

事前予約制
☎０４２（４８８）５５５０

相 談 名 開 催 日 ・ 時 間 相 談 員 申 し 込 み 等
消 費 生 活 相 談 月～金曜日　午前９時～正午

　　　　　　午後１時～４時 消費生活相談員 地域活性課へ（午後
３時まで受け付け）

更 生 保 護 相 談 ２６日㈫　午前１０時～正午
　　　　午後１時～３時 保 護 司 第１市民相談室へ

難 病 者 相 談 ２２日㈮　午後１時～４時 難 病 相 談 員

福祉総合相談窓口へ手 話 通 訳 相 談 毎週水曜日　午前９時～正午 手話通訳登録者
介 護 保 険
苦 情 相 談 ７日㈭・２１日㈭　午後１時～４時 介 護 保 険 

苦 情 相 談 員

生活困窮の相談 月～金曜日　午前８時３０分～
　　　　　　午後５時

生 活 困 窮 者 
自立支援相談員

福祉総合相談窓口
こまＹＥＬＬへ

こ こ ろ の 
健 康 相 談 室 ２８日㈭　午後１時３０分～４時３０分 精 神 科 医 師 事前予約制（福祉相

談課で受け付け）

ひ と り 親 相 談 月～金曜日　午前８時３０分～正午
　　　　　　午後１時～５時

ひとり親家庭
等専門相談員、
母 子・父 子 
自 立 支 援 員

事前予約制（子ども
政策課で受け付け）

婦 人 相 談 婦 人 相 談 員

教 育 相 談 月～金曜日　午前９時３０分～
　　　　　　午後５時 教 育 相 談 員 教育支援センター

☎（３４３０）１３１１へ
健 康 相 談 １４日㈭・２８日㈭　午前１０時～正午 保健師、栄養士 直接２階フロアーへ

年 金 相 談 毎週月・水・金曜日　午前９時～正午
　　　　　　　　　午後１時～４時 社会保険労務士 保険年金課へ（午後３

時３０分まで受け付け）
シルバー人材セ
ンター入会相談 １２日㈫　午前１０時～正午 狛江市シルバー人材センター

☎（３４８８）６７３５※電話予約制

腹
１
月
２４
日
㈰
・
３１
日
㈰
、
２
月
１４

日
㈰
（
全
３
回
）

複
午
前
１０
時
～
正
午

淵
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

弗
猪
方
・
駒
井
町
在
住
で
す
べ
て
の

回
に
参
加
で
き
る
方

払
２５
人
（
要
予
約
・
多
数
抽
選
）

沸
防
災
マ
ッ
プ
と
は
何
か
を
学
び
、

実
際
に
ま
ち
歩
き
を
し
な
が
ら
、
地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
す
（
１
月
３１
日
㈰
は
実

際
に
市
内
を
歩
き
ま
す
の
で
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

仏
大
矢
根
淳
さ
ん（
専
修
大
学
教
授
）

分
吻
１
月
１５
日
㈮
ま
で
に
、住
所・氏

腹
１
月
２４
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

淵
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

払
２０
人
（
要
予
約
）

沸
災
害
時
の
具
体
的
な
状
況
を
想
定

し
た
上
で
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る
防

災
の
た
め
の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

仏
菊
池
顕
太
郎
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
会

世
田
谷
支
部
理
事
）

※
手
話
通
訳
あ
り
。

分
吻
電
話
ま
た
は

電
子
申
請
で
安
心

安
全
課
へ
。

腹
１
月
１５
日
㈮
～
２５
日
㈪

※
視
聴
可
能
期
間

仏
上
田
真
一
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空

家・空
地
管
理
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）

分
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
家
・
空
地
管
理
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
ま
た
は
錆
０
１
２
０
（
３
３
６
）

３
６
６
へ
。
申
し
込
み
後
に
、
視
聴

用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
送

付
し
ま
す
。

吻
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
住
宅
担
当

淵エコルマホール
払先着６０人
▽木遣り
複午前９時４５分〜１０時
▽出初式
複午前１０時〜１０時４５分

複午前８時２０分
〜９時１５分

１月１０日㈰

※当日は午前８時から１分間、
団員招集のために市内各消防
団器具置場のサイレンを吹鳴
します。

消防団パレード出初式

「こまえ初春まつり」は中止します
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
こまえ初春まつり（どんど焼・狛江多摩川ロード
レース等）は開催を中止します。
吻秘書広報室

防
災
ま
ち
歩
き
セ
ミ
ナ
ー

防
災
カ
レ
ッ
ジ

防
災
カ
レ
ッ
ジ

空
家
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

地域の防災マップを作ってみましょう

狛江市消防団出初式狛江市消防団出初式
文

文

文
文

文

文

文

文
文

文

文

狛江高狛江高

第三中第三中

和泉児童館和泉児童館

むいから
民家園
むいから
民家園

あいとぴあ
センター
あいとぴあ
センター

西河原公民館西河原公民館

根川地区
センター
根川地区
センター

市民テニ
スコート
市民テニ
スコート

二中二中

三小三小

五小五小

一小一小

エコルマ
ホール
エコルマ
ホール

狛江消防署狛江消防署

前原公園前原公園

喜多見喜多見

市民グランド市民グランド

市民総合
体育館
市民総合
体育館

野川地域
センター
野川地域
センター

上和泉地域
センター
上和泉地域
センター

南部地域センター南部地域センター

岩戸地域センター岩戸地域センター

狛江消防署
猪方出張所
狛江消防署
猪方出張所

西和泉グランド
西和泉体育館
西和泉グランド
西和泉体育館

岩戸児童センター岩戸児童センター

和泉多摩川
地区センター
和泉多摩川
地区センター

多摩
水道
橋

多摩
水道
橋

緑野小緑野小

和泉小和泉小

一中一中

四中四中

六小六小

和
泉
多
摩
川

和
泉
多
摩
川

狛
江
狛
江

市役所市役所

猪方猪方猪方 駒井町駒井町駒井町

岩戸南岩戸南岩戸南

岩戸北岩戸北岩戸北

元和泉元和泉元和泉
東和泉東和泉東和泉

中和泉中和泉中和泉西和泉西和泉西和泉

西野川西野川西野川

東野川東野川東野川

和泉本町和泉本町和泉本町

成城学
園前→

成城学
園前→

←
登
戸

←
登
戸

8:38

8:40

8:43

8:45

8:47

8:51

8:54

8:58

8:34

8:29
8:27

8:24

出発
8:20
出発
8:20

終了
9:14
終了
9:14

9:10

9:03

9:01 9:00

松原

狛江郵便局東

電力研究所西

駄倉保
育園北

狛江二中前

狛江六小南駒井西

狛江高校

一の橋

小金橋南

田中橋

消防団出初式

パレードコース
数字は通過予定時刻

命
を
守
る
災
害
時
の
備
え
と
避
難

ど
う
な
る
？
ど
う
す
る
？
私
た
ち
の
空
家

ど
う
な
る
？
ど
う
す
る
？
私
た
ち
の
空
家

吻安心安全課

市内全域を
消防団ポンプ車が
走行します

エコルマホールでの
はしご乗りは大迫力！

■狛江市消防団出初式パレードコース図

名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を
、
電

話
ま
た
は
墳bousaikkr01@city.

kom
ae.lg.jp

で
安
心
安
全
課
へ
。
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